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はじめに

『ナースのためのくすりの事典』の編集を昨年度より引き継ぎ，「今

年もやっぱりこの 1冊！」を目指してきました。看護学生をはじめ

現職の看護師にとっても，わかりやすく必要な情報を届けることが

できればとの思いで，著者共々，執筆・編集に力を注いで参りまし

た。2019 年の末に世界中を震え上がらせた新型コロナウイルス感

染症（COVID-19）も 2023 年 5 月には本邦でも感染症法上の取り扱

いが 5類となり，国内の様子も徐々にパンデミック前の状態に戻り

つつあります。最近はニュースで取り上げられる機会も減少し，街

でもマスク姿の人たちを見る機会が極端に減っていると感じます。

しかし，決してCOVID-19 が消滅したわけではなく，むしろオミク

ロン株となったことで，これまで以上の感染力と高い免疫逃避能を

獲得していることがわかっています。すなわち，ひとたびCOVID-

19 に罹患すれば，また全国的な流行へと移行する可能性が非常に高

くなります。さらにそこに季節性インフルエンザの流行が重なれ

ば，社会の機能が制限されかねない事態に陥ります。どちらの感染

症も学校や仕事を一定期間休まなければならないことから，一部で

受診控えも起きています。するとますますアンダーグラウンド化

し，治療や療養が遅れ，知らず知らずの間に家族や友人に感染させ

るリスクも高まります。COVID-19 に着目しただけでも疾病が社

会に与える影響が非常に大きいことがわかります。

そのような状況下，生活習慣病の治療薬や難治性疾患に対する治

療薬は次々に開発されていきます。特に医薬品の作用が増強するの

に伴い，その使用方法は複雑化していく傾向にあります。さらに想

像を超えるような高額医薬品も上市に至っています。このような時

にこそ，薬を効率的に使用することが求められます。本書には，こ

れまで通り「与薬時における一般的な注意事項」や「患者さんが正

しく服用するための指導・助言の仕方」「与薬後の注目すべき観察事

項」など，現場の看護師のニーズに合った内容が盛り込まれていま

す。加えて今年から，「注意すべき特定患者」の項目を増やし，リス

クのある患者をわかりやすく表現しました。

本書が将来看護の現場に身を置こうとする学生やすでに臨床で活

躍している看護師の方々のお役に立てれば幸いです。

最後に今年も本書の改訂に並々ならぬ忍耐力をもって，われわれ

著者の面々を支えていただきましたへるす出版編集部に，心より感

謝いたします。

2023 年 12 月 細谷 治
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Ⅰ．服用時間

｢食前｣，｢食後｣，｢食間｣などの服用時間はいつのことですか？

Ⅱ．服薬を忘れたとき

薬を飲み忘れた場合，今からすぐ飲んだほうがよいですか？ それとも，とばして

しまうのですか？ またその場合，次回に倍飲むのですか？

Ⅲ．服薬方法

薬を水なしで飲んではいけませんか？ また薬を水以外(お茶，牛乳，ジュースなど)

で飲んでもいいですか？
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Ⅳ．剤 形

内服薬にはさまざまな剤形があるのですが，それぞれの特徴を教えてください。

Ⅴ．薬の保管

薬の保管温度の表示で｢冷所保存｣とは何℃のことですか？

薬にも使用期限があるのですか？

Ⅵ．体内動態

蛋白結合率とは？

生物学的半減期(biological half-life：T1/2)とは？

プロドラッグ(prodrug)とは？

代謝，排泄ってどういうことですか？

血中濃度測定はどうして必要なのですか？

Ⅶ．アレルギー，アナフィラキシー

以前使用した抗菌薬をまた使用する場合，ショックやアレルギーの心配はないです

か？

アスピリン喘息とは？

Ⅷ．坐 剤

熱性痙攣の場合，2 種類以上の坐剤を同時に使用してもよいですか？

ダイアップ坐剤を挿入して 10 分ほどして，坐剤が便の中に出たのですが，もう薬の

成分は溶け出している(追加は必要ない)と考えてよいでしょうか？

坐剤を使用する際に気をつけることは何でしょうか？

Ⅸ．注射関連

ポリ塩化ビニル(PVC)製の容器・器具を使用するときの注意は？

ポリカーボネイト樹脂製の器具を使用するときの注意は？

輸液フィルターはなぜ必要なのですか？

プラスチックの点滴容器に油性マジックで患者名や医薬品名などを記入してもいい

ですか？

蒸留水を注射するとなぜ溶血が起きるのですか？

Ⅹ．ワクチン

インフルエンザワクチンの効果的な接種時期はいつがよいですか？

インフルエンザ予防接種の回数と接種量を教えてください。

ニューモバックス®NP(23 価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン)肺炎球菌ワク

チンの効果の持続期間は何年ですか？

肺炎球菌ワクチンの接種回数は？

トキソイドとは？

抗毒素とは？

生ワクチンとはどんなものですか？

不活化ワクチンとはどんなものですか？

Ⅺ．その他

ジェネリック医薬品(generic drug：後発医薬品)とは？

スイッチOTC とはどういうことですか？

バイオシミラーとは？
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